２００９年の展望と抱負
　新しい年が明け、皆様ご家族でゆっくりとお過ごしのことと思います。さて、東京は多少風が強いものの穏やかなお正月になりました。三が日はもちろん５日ごろまでは晴天が続くとの予報です。

　２００９年を展望しながら私の抱負を申し述べたいと思いますが、お正月の天候とは違って大いに波乱が予想される今年です。特に、政治の世界では解散か任期満了かいずれにせよ衆議院議員選挙があるわけで、政権の行方は予断を許しません。どのような結果になり、どのような政権ができるか、今の時点では全く予想がつきませんが、我々公務員も多大なる影響を受けることになるかもしれません。その中で、私の担当する地域力創造そしてそれを生かした地域の活性化については、どんな政権ができようとも普遍の課題として取り組んでいかなければならないでしょう。その手法や予算の付け方が異なったとしても、最終的な目標は同じだと思います。地方分権をどの程度進め、その中で、どの程度の地方の自立と責任のもと活性化を進めるか、補助金による財源措置を選ぶか一般財源や交付金による財源措置を選ぶかという違いは出てくるでしょうが、目指すべきところは同じだということです。しかし、大きなところで手法が違えば、私たちのものの考え方や対処方針、地方団体の対応なども変わってこざるを得ないと考えます。したがって、仮に政権交代があった場合には、地域力創造や地域活性化に関する政策も大幅に見直しが迫られるものと思います。
地方分権を大幅に進めるとすれば、議会の監視、監査機能の強化、住民自治などを合わせて強化する必要があり、そのためにも国は地方行財政の実態を評価する手法を確立し、情報を公開していく必要があると思います。場合によれば、中立的な第三者機関に公平・公正に評価してもらい、その結果を公表するようなことを検討しても良いのではないでしょうか。途中経過、やり方、手法については国はとやかく言わないが、住民のためにその結果を適切に評価してその責任を明確にするというのが自由とか分権の前提ではないでしょうか。

このようなことを前提としながらも、当面の課題である定住自立圏構想の推進については、年明けから関係府省の支援策を取りまとめて地方にお示しする必要があります。４月からの本格実施に備え、できるだけ手厚い支援策をまとめたいと考えています。市町村合併を今後どう進めていくか、進めるとすれば自主的合併か強制的合併か、合併と広域的市町村連携の関係をどう考えるか、広域的市町村連携と比較的小規模な市町村連携のあり方をどう考えるかなどは政権によって変わってくる可能性がありますが、いずれにしても住民の生活実態に見合った広域的市町村連携（又は合併）は進めていく必要があり、また、どうしても合併できない地域については比較的小規模な市町村連携のあり方についても検討しておく必要があると考えられます。
　次に過疎問題ですが、１０年前にできた現行の過疎法は全党一致の委員長提案で議員立法として制定されており、そのような内容であればどのような政権の枠組みになろうと問題はないはずですが、２００８年の回顧で書きましたように、過疎対策は抜本的強化を図る必要性に迫られており、そのような検討を行おうとすると各政党間で意見の相違が出てくる可能性があります。いずれにせよ来年の通常国会での議論となりますから、衆議院の総選挙後に、政権の枠組みなども踏まえて本格的な議論がなされるものと思っています。大きな問題は、限界集落といわれるような今後１０年は持たない集落をどうするのか、そのような集落を多く抱える市町村をどうするのかであることは間違いありません。

　地域人材活性化事業のような地方の人材の確保、育成、交流、呼び込み、国からの一時派遣などは、地方分権であろうとなかろうと深刻な課題であることは間違いありませんが、地方分権が大幅に加速するとなると本当に頭の痛い問題になりそうです。特に、これまでの努力の積み重ねの違いによる地域格差問題をどう解決していくか、国も地方も真剣に考えなければならないでしょう。

　その他、地域情報化、コミュニティーの再生、都市と農山漁村の交流などは、どんな政権になってもそれほど大きな政策の違いは出てこないだろうと考えられますが、一部の政策は大きく加速する可能性もあるでしょう。

　年明け早々から第二次補正予算案（特に定額給付金問題）の審議を巡って国会が荒れ模様になることが予想されますが、以上のような状況を頭に入れながらの政策運営が求められることになり、我々局長級の人間は頭の中でいろいろなケースを想定しながら、国家・国民のために道を誤らないように覚悟を決めてかからないといけない年になることでしょう。

　一方、週末や休日などを利用してのライフワークとしての人材育成と地域活性化の支援、ＮＰＯ活動などは、そのような政権の行方や国会情勢と関係なく、自分の信念と考えに基づいて粛々とやっていけばよいのである意味で気が楽です。人間の仕事の総仕上げはやはり人を育てることであると思います。自分の考えに共鳴し、それをバトンのように引き継いでくれる人材をどれだけ多く世の中に残せるか、そしてその人たちが自分の理想や目標を少しでも実現に近づけるよう努力してくれるか、それが自分の仕事の最終目標だと思います。今根駅伝が行われていますが、まさに人生は駅伝のようなものだと思います。また、地域に暮らす人たちをどれだけ幸せにできたか、それが我々地方行財政を志した人間の最終目標だと思います。このことは、残りが少なくなった公務員の間もまた退職してからも、同じスタンスで同じように取り組んでいくべきものであり、今年も昨年までと同様に努力を積み重ねていくつもりです。現場主義に基づき実践を尊ぶ姿勢、「一隅を照らすもの。これ、すなわち国宝なり」（最澄）、「平常心をもって一切のことを成す。これを名人というなり」（柳生宗矩）の精神をもってこれにあたっていこうと考えています。

　海・山・川などの自然はもちろんのこと、神社・仏閣・狛犬・鏝絵・仏像・祭事・生活様式・集落や建築物・温泉・食など地域文化とのふれ合いは、近年になってからの私の無上の楽しみです。できるだけ多くの地域に旅に出かけ、地域の自然、伝統文化、工芸、民芸、民俗芸能などに触れ、それぞれの地域の力（地域力）を自分自身の五感で体感していきたいと考えています。
四国八十八ヶ所は以前にも回りましたが、もう一度回りたいという気持ちが起こっています。西国三十三ヶ所は京都、滋賀、大阪などを中心にいくつかを回っていますが、昨年からの結縁ご開帳が実施されている間に、貴重なご本尊を拝するために期間を選びながらもう少し回りたいと思っています。地域おこしでご縁ができた秩父三十四ヶ所は昨年の半開帳を機会に回り始めていますが、これもぼちぼち楽しみながら回ろうかと考えています。以前は、回り始めたら早く結願しないと気がすまなかったものですが、今は一生の間、ぼちぼちとこれらを回り続ければいい、できるだけご本尊にお会いできる開帳期間を選んで回りたいと思うようになりました。
このようなことのために、もちろん我慢したり、犠牲にしたりしなければならないものもたくさんあります。例えば、スキー、ゴルフなどです。また、本当はもっとやりたいのにできないこともたくさんあります。例えば、読書、俳句、囲碁、習字、写経、ジム通い、東京の下町や文化の散策、日本酒利酒師の勉強などです。
　そのような中で、私の本格的交流居住・移住の候補地が少し変わってきました。従来からの霧島温泉卿、大山・中海地域、塩原渓谷、札幌近辺に加えて最近は京都から滋賀辺りもいいなと考えています。

　様々なことがありますが、自分の人生をこれから先どのように充実させ、世の中のためになるようにどのように生きていけばいいのかを考える昨今であり、また、どのような生き様であったかと同じくらい、どのような人生のしまいの方と次の世へのつなぎができるのかをよくよく考えながら生きていかなければならない年代になったと感じる昨今です。

　本年が皆様にとって良い年になりますよう心からお祈り申し上げます。
